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いきなり語録じゃないのだけれど、佐藤君は東京に仕事で来る
たびに変なしゃべり方をたまにするようになる。別に東京弁が
出る、というわけでもなくて、なんていうのか妙にオカマ
っぽい言葉になっているのだ。そんなわけでメンバ

ー内では、佐藤君=ホモ説も飛び出してる
という話も……（笑）

佐藤語録
"オネエ言葉"

もしもし
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心地よいビブラフォンの音が響き渡り、ビーチボーイズの名盤『ペットサウンズ』の幻影が現代に蘇る。ハイラマズのライブに行った佐
藤君は何を見たのか？ 3日後に再びモッくんを従え、訪れたライブの舞台裏で、メンバーとの対面を軸に2人を追ったドキュメント。
　10月26日。この日、佐藤君はその後にラジオ出演を

2本控えながらも、心斎橋クアトロに向かった。関西ぴあ

の連載のためイギリスのバンドのライブを観ることにな

っていたのだ。

　ビーチボーイズの名作『ペットサウンズ』を原点に溢

れ出したサイケデリア、エンリオ・モリコーネなどから流

れる古き良きイタリアの映画音楽からの文脈、そしてス

テレオラブに代表される現代の電子音楽、その3つを配

合させた、大まかに言うとそんな音楽をやってるバンド、

それがその日のライブの主役、ハイラマズだった。くるり

好きの人にはあまり馴染みがないかもしれないけれど、

最近ではコーネリアスの『CM』と『FM』にも参加してい

るし、この来日に合わせて日本盤もリリースされたので

耳にしたことはあるかもしれない。また音響派という括

りで紹介され、一部の音楽好きから絶大な支持を受けて

いる。くるりのメンバーも大好きなバンドのひとつだ。

　彼らのライブは、音楽に対する愛情がとても感じられる。

佐藤君はその空気を思う存分楽しみ、その模様を関西ぴ

あの連載で「ミルフィーユのような」雰囲気だと例えて

いた。

　ライブの後、イベンターのクリエイティブマンさんとハ

イラマズのCDをリリースしているV2レコードさんのご

好意で、佐藤君は楽屋に遊びに行けることになった。こ

の時、ハイラマズのメンバーにくるりのCDを渡すこと以

外は、単なるミーハー・ファンのように持ってきたハイラ

マスのCDにサインをねだり、一緒に写真を撮ってもらい、

英語がまったくできないながらもジェズチャーや超片言

の英語で音楽談義や京都の話で盛り上がった。そして『東

京』のプロモーションで忙しいながら、東京公演初日なら

モッくんを連れて遊びに

行けるという話になり、別

れ際にそのことを約束して、

ラジオ収録に向かった。

　そして29日。今度は渋

谷クアトロ。楽屋にはその

日のライブでゲスト参加

していたファンタスティック・

プラスティック・マシーン

の顔も見えた。3日ぶりと

はいえ、ショーンを始めと

したメンバーも佐藤君の

ことは覚えていてくれて「マ

サシー」と声をかけてく

れた。

「ハイラマズの初来日公

演を二度も観れて、ライブのみならずメンバー達とも二

度もお話できたことは、もう幸せの極みで、神様仏様ぴ

あ様って感じすよ」佐藤君はその時の喜びと感想をこん

な風に語った。「メンバーはみんな僕らと同じくらい地

味でエエおっさんなのに、ムチャクチャ良い人達で、子供

心を残しまくってそうな人達でした」。

　大阪公演の際に渡したCDをメンバーがCDウォーク

マンを持っていなかったことによって未聴だったことが

残念だったが、佐藤君はハイラマズのメンバーと3日ぶ

りの再会を楽しんだ。ベー

スのジョンに巻きタバコを

もらい、ビブラフォーンの

ドミニクとは音楽談義をし、

使えもしないのにメール

アドレスを教えてもらい、

お勧めのバンドまで教えて

もらった。「ドイツのバンド

で、名前がよくわからなか

ったので、紙に綴りまで書

いてもらったんですが、字

がきたなくて読めません

（笑）。僕なりの解釈だと

Selilanmpeitzigerなん

ですが、さっぱり読めない

んですよ（笑）」。

　今日、メンバーと初顔合わせのモッくんも片言ながら

くるり一番の英語の使い手として音楽談義に花を咲かせ

る。「結構、日本の伝統音楽のこととか知ってんねんな。

なんか「簫」って楽器吹くマネして「雅楽はあのアンビエ

ント感がたまらなくいいよね」なんて言うとったし。音響

派ってこともないけど、相通ずるものはあるんかもね。

あと鼓童って和太鼓集団があんねんけど、そのライブも

ついこの間観に行ったばっかりらしい。でも、逆にイギリ

スのバンドの話にあると「ええバンドはイギリスにはいな

いよ」やって。なんとなくわかるような……。メンバーの

みなさんはリミックス盤、特にコーネリアスやピチカート・

ファイブの名前を挙げて「日本の音楽シーンはいいね」

って言ってくれて、それはちょっとうれしかった」と後日

感想を語ってくれた。「やってる音楽同様、ほんわかした、

本当に温かい人達でした。また来日して下さい！ 待って

るでー」。

 「僕の歳の倍ほどある人達がこんなエエ音楽をやった

はるのは、もうビックリですよ。メンバーのおでこは禿げ

上がり率は高いけど、みんな若いです。子供みたいです

ぐフレンドリーになっちゃいました」とは佐藤君。ライブ

直後でお酒を飲みながらということもあり、佐藤君もモッ

くんもハイラマズのメンバーに京都に来たら案内をする

約束をしたようだ。

　佐藤君が渡した『東京』と『ファンデリア』の2枚のCD

をハイラマズが気に入ってくれたなら、一緒にステージ

に立つことも夢じゃないかもしれない。「そんなことにな

ったら、もうメロメロですよ。でも、今回ライブに行けな

かった人、来年春、また来るかもしれないって言ったはっ

たから、絶対行った方がいいですよ」。

るりのメジャー・デビューを記念して

10月23日から28日まで、京都の北

大路にあるみやび壱番館という雑貨屋さ

んにある小さなギャラリーで写真展が行

われました。デビュー以前のライブ写真や

3人のプライベートな姿も見ることができ

るというもので、告知は小規模ながら大

勢のお客さんが来てくれました。また期

間中の26日にはシークレットでインスト

アライブを行いました。ご来場のみなさん、

どうも有難うございました。

く M802の公録招待制ラ

イブ“ガッチャ”は大盛況。

応募総数は当選枠150組300

名のところ、その20倍を越え

る3000通以上、歴代第3位と

いう大記録。ライブ当日には、

くるりの電車のマスコット“く

るり号”の実物版が会場のバ

ナナホールの前に登場。当日

かけつけたファンはくるり号と

一緒に写真を撮っていました。

F るりは11月末からアルバム・レコーディングの合間を縫

って、ズボンズのツアーのオープニング・アクトで、名古

屋クアトロ、熊本ジャンゴ、博多ドラムロゴス、渋谷クアトロと4

箇所ライブを行いました。対バンキラーと呼ばれたほどライブ

には定評のあるズボンズとの共演だけあって、メンバーの緊張

も相当なものだったようですが、ズボンズとはまた違った凄味

のあるライブを展開。どの会場でも好評を博しました。特に博

多では「今度はフロント・アクトで！」との声援も飛ぶほどの盛

況振り。また、ズボンズのツアー・ファイナルともなった12/12

の渋谷クアトロでは、最後の曲にドンマツオさんがゲスト参加

するなど、異様な盛り上がりを見せました。

く

"Meet The High Llamas"憧れのハイラマスに会ってきました。



THREE EP'S / BETA BAND
大学生協のCDショップでシルヴァー・サンのセカンドと一緒に買った。ベー

タ・バンドについての基礎知識は殆どなかったが非常に気になっていたものの

一つだった。内容はEPを3枚並べたという印象がない程トータリティのある

アルバムになっている。メンバーはアートスクール出身で、ジャケやビデオも

自身によるものらしい。やけにプライマルやストーンローゼスなどと比較され

ているが、むしろこの空気感やウィットなユーモアは初期ピンクフロイドだと

思ったのだが……。そんなオジン臭い事を思いつつ一つ一つすごいなと思うの

がプライマルやローゼス、あるいはピンクフロイドより長い曲が軽く聴けてし

まう事だ。「あれ、もう終わり？」とか「長く感じさせへんよなあ」ではなく

「別に20分続こうが2時間続こうが変わらねえ」である。気が付けばぬるい

ビールのようなダンスをしてしまって、そのダンスを止めることすら忘れてし

まう（惰性で踊ってしまう）危険なアルバムだ。（岸田）

ATOMKIDS tribute to the king"OT"/ V.A
僕達も含めいろんなアーティストに影響を与え続けている漫画家、手塚治虫の

トリビュートアルバム。手塚作品で育ったミュージシャンがそれぞれの作品に

対する思い入れと手塚治虫本人に対する愛と尊敬の気持ちを詰め込んだアニメ

ソングのカバーや書き下ろし作品が収められています。その選曲もベストで、

それぞれのアーティストの良さを出しながらも、その作品のイメージ・ソング

としての曲を崩していません。書き下ろし作品も手塚作品に対する気持ちが伝

わってきます。中でもオススメはチボマットやボアダムスなどですが、特に細

野晴臣さんはみんなの頭の中にあるスパイダーのオムカエデゴンスのイメージ

を曲だけで表現しきっています。わからない人は手塚漫画を10冊読んでから

聴けば、きっと頭にイメージが浮かんできます。そして、このCDから、手塚

作品が影響を与えたアーティストの日常生活から生まれる音楽性というものも

大袈裟に言えばわかる気がします。（佐藤）

The Very Best Of / The Meters
今回僕がお勧めするのはミーターズ。知る人ぞ知るニューオリンズ・ファンク

の大御所やね。この2枚組みCDではほぼ時代順に、各時代の名ナンバーが散

りばめられております。ちなみにこのバンドを抜けたネヴィル兄弟（シリルと

アート）が結成したのが、あのネヴィルブラザース（そのままや……）ってわ

け。いやそれにしてもこのバンドの全員のグルーヴ感はものすごいね。何がカ

ッコいいって音の隙間の埋め方ね。結成当初のボーカルの入ってないインスト

ナンバーなんて一つ一つの楽器から呼吸が聞こえてきそうやもん。中でも特筆

すべきはドラマーの“ジガブー”モデリステ。かのジョンスペのラッセル・シ

ミンズも手放しでリスペクトしてたという彼のドラムを聴いてると、自然とメ

ロディが聞こえてきそうになる。なんというか抽象的な言い方になるけどリズ

ムが生きてるっていうのかな。すごい人間的やねん。リズムをカッコよく聴か

せるという点においては、このバンドのサウンドは究極の形やと思うね。

（森）

佐藤：『もしもし』の頃から僕たちのことを知ってい

てくれたんですね。

小清水：店の人の弟さんがジャパンで『もしもし』の

記事を見て問合せしてくれたんですよ。その時には

「ありません」って言われたんですけど、『ファンデリ

ア』が出るって話を聞いて。それで聴いてみたら「す

ごいいいじゃないか」ってウチのお店の中で大盛り

上がりで。私なんか会う人会う人みんなに、これ聴

いてみてって強引に勧めて（笑）。

佐藤：どんなところが好きですか（笑）？

小清水：飾らない感じがいいですよね。

佐藤：ムチャクチャ僕ら庶民派なんで。

小清水：そこがいいじゃないですか！

佐藤：そうなんですけど、別に僕たちそこをウリにし

てるわけじゃないんですよ（笑）。それに自分たちが

特別お金持ってたりカッコよかったりしないんで。す

ごいお客さんと同じ目線でやれてると思ってるんで

すけど。

小清水：そこがいいんじゃないですか。

佐藤：でも必要以上にそれがにじみ出すぎているよ

うな気がするんですよね（笑）。

小清水：でもライブとかもすごいいい感じで。

佐藤：そうなんですよ、最近お客さん増えてきてるん

ですよね。

小清水：すごかったですね、この間のシェルターも。

後の方に行っちゃったんで、お客さんが出てこない

と入れないって感じで、なんとか入れてもらったん

ですけど。

佐藤：でもライブで黄色い声なんて言われるなんて

思ってなかったですもん。それもこうやってCD売っ

てくれてる方たちのお陰ですよ。

小清水：そんなことないですよ（笑）。

佐藤：ここでくるりのCDを買ってくれるお客さんっ

てどんな感じの人が多いんですか？

小清水：やっぱりインディーズから流れてきてるお客

さんが多いと思うんですよ。『東京』も出る前から

予約とか入ってたし。でも『東京』が発売されてスト

ア・プレイでかけても「今の誰ですか？」って反応が

結構あって。『ファンデリア』の時も結構、お問合せ

いただいたんですけど、かけると反応があって。

佐藤：僕らも『もしもし』が出た時、そういう反応を自

分らでやろうって考えてたんですよ（笑）。結局やら

なかったですけど、そのかわり『もしもし』が出た時

は自分たちで5枚くらい買いました（笑）。

お店の人とこんにちは、今回は初の関東のディーラーの方の登場です。『東京』もリリースさ
れたということで東京でのくるりの反響はどんな感じなのかということで、佐藤君とタワーレ
コード相模大野店（東京ではなくて神奈川なのですが……）の小清水さんに対談していただ
きました。

ディスク・レビューくるりの「お店の人とこんにちは」



唐突やけど、みんな星

見るのとか好き？ この

前11月にあった獅子座

流星雨は見た？ あれは

不発やったね。なんか

流星にわか雨って感じ

やったもん。それでも

僕は根性で20個ぐらい

見たけどね。まあ、夏場

とかは結構見れるけど、あの時期にあんなに見れたのは

貴重やったと思うけど。

僕が星に興味を持ち始めたのは小4の時。オヤジの仕事

の関係で田舎の方に引っ越したのがきっかけで、それま

では夜になったら空が真っ暗になるっていうのが信じられ

へんかってんけど、その時に見た星のあまりの多さにム

チャクチャ感動して。天の川ってほんまにあるんや、みた

いな感じで。もうそれからは晩になると星を見上げる毎

日で。でもね、子供ながらに知識がついてくると天体望遠

鏡とかカメラとか欲しくなってくんねんな。ところがそん

なもん買うお金なんかないから、サンタさんにお願いし

たりすんねんけど、枕元には長靴に入ったお菓子セットな

んかが届いてたりして、「おい、サンタ、話がちゃうやんけ！」

みたいな（笑）。

それでも中学に入学した時には、なんとか親を説得して

ビクセンの80mm口径の経緯台屈折望遠鏡っていうの

を買ってもらった。それで喜びいさんでオリオン大星雲を

見たらショックやったねー。僕はてっきり写真みたいなす

ごいもんが見れると思ってたわけ。ところが肉眼では薄

ーい雲がかかた鳥みたいな形がようやくわかる程度で…

…。それで今度は天体写真を撮りたいって思ったけど、そ

のためには揃えなあかんもんがいっぱいあるわけ。それ

でちょっと冷めてしまってん。

だから、今は一大イベントの時に空を見上げる程度やね。

2年ぐらい前の百武彗星とかはチャリンコで必死こいて鴨

川の上流まで見に行ったりしたよ。あの時は久しぶりに星

見て感動したなあ。

まあ、金と暇ときれいな空さえあれば、また再開したい趣

味やね。

岸田です。えーっ

と今、僕たちは東

京のスタジオに

いて、4月に出す

予定のアルバム

をレコーディング

しているところな

のですが、最近、

ライブの時に踏

んでしまったの

が原因で、大切な

眼鏡のフレーム

（耳にかける所）がポキッと折れてしまったのです。今の

ところ、セロテープで応急処置をしているのですが、とて

も情けない感じです（泣）。

それはそうと本題に入りましょう。僕たちくるりはアルバ

ムのレコーディングの最中にもかかわらず、ズボンズさん

とのツアーのオープニング・アクトとして、熊本、福岡、名

古屋に行きました（編集部注：ズボンズのツアーではファ

イナルの東京でも参加しましたが、この原稿を書いてい

るのはその前です）。どの地方のお客さんも温かかったし、

郷土料理は美味しかったし、最高でしたよ。

でも、やっぱり僕の一番のお目当ては地方私鉄に乗ること

です。それぞれについてコメントします。

名古屋……名鉄5500系（昭和34年製。日本初の通勤冷

房車）。

この年代の電車に乗れるとは思いもしませんでした。パ

ノラマカーよりカッコイイ！ イット・サウンズ・ベリー・ナイ

ス！

福岡……西鉄1000系（昭和32年製、先々代特急車）。

乗れなかったんですよ（泣）。ライブ会場に早めに着いて

から荷物を置いて、リハーサルまでの間、2時間くらい探

しに行ったのですが……。でも、筑紫駅の車庫で休んで

いるのは目撃しました。誰か、写真＆テープ（走行音）下

さい。お願いします。片開きドアーの電車です。

熊本……超低床市電（平成10年製、ノンステップ車）。

シャコタンみたいです。ヤンキー趣味でサイバー感覚な

電車のクセに、サイコーに老人と環境にやさしいナイス・

僕は散髪屋さんが嫌いです。なぜかというと、何と言って

頼んだらよいのかよくわからないからです。幼稚園の頃

はお父さんに散髪してもらっていて、小学生の頃は理髪

店で「スポーツ刈り」とだけ言っていました。中学生の頃は、

自分の髪の毛はどういじってもたれるしかないということ

に気付いたのです。そして、あまり散髪屋に行かなくなっ

てしまいました。

高校の卒業式の時、お父さんに「その髪だけは何とかせー」

と言われたので、ジェルとかスプレーとかを使って固めて

行ったんですけど、学校に着いたらいつもと同じ髪形に

戻っていました。それ以来、整髪料とかもつけたことがあ

りません。それに僕は便利なことに髪が伸びても髪形が

あまり変わらないのです。そんなわけで、大学では散髪屋

には1年に1回行くだけになってしまいました。

それで僕は髪の毛が長いのですが、それでいろいろ便利

なこともありました。高校の時などウォークマンを授業中

に聴いていても気付かれなかったり、顔が隠れて若く見

えないので、中学生の頃から堂々とパチンコ屋に出入り

できました（散髪したての頃はパチンコ屋に入るのが怖

かった記憶があります）。

しかし、髪が長くてうっとうしいことも多いです。一番嫌

なのはラーメンなんかを食べる時。一緒に髪の毛も食べ

たりすることがあり、髪の毛がだし風味や味噌汁風味にな

るのは最悪です。それから美容室に行った時、表紙にロン

毛の男が載ってる雑誌を置かれたりするのもムカつきます。

髪が長いというだけで、時代時代のロン毛の人（ちなみに

今はふかわりょう）を「意識してるん？」とか言われるのも

ムカつきます。

とりあえず、もう7～8年、髪

の毛が長いので急に短くす

るのはとても怖いんですけど、

これからは3カ月に1回くら

いは散髪屋さんに行って、す

っきりした頭で生活していき

たいなと思っています。楽し

みにしててください。

●くるりのみなさんに質問ですが、ずばり好きな女性のタイプはどん
な感じですか？ 私の勝手な想像では、佐藤さん……美人、森さん…
…かわい系、岸田さん……母性本能あふれる年上の女性という感じ
です。（京都市伏見区　匿名希望）
色白でショートでおしゃれさん（岸田）
清楚で色が黒くなくて目の大きい人（佐藤）
セクシーフェロモン系 ex 藤原紀香（森）
●ミンチーってどういう意味ですか？　肉からきたのですか？

（北海道旭川市　荒木麻友）
広島カープの投手の名前です。昨シーズン13勝しています（岸田）
●パンツはブリーフとトランクスどちら？

（札幌市白石区　松柳麻路美）
ストライプ or チェックのトランクスです(岸田）
シルク系好む（佐藤）
たまにブリーフをはきます（森）
基本的にみんなトランクス派です。
●こないだインストアライブ見にいきました。すごくよかったです。そ
んとき岸田さんとか森さんもかな、半ソデだったんですが、寒くない
の？　京都は盆地で冬の寒さも厳しいと思うんですが、寒さに負けな
い方法があったらおしえて下さい。私さむがりなので。

（岡山県笠岡市　大内陽子）

靴下の中に唐芥子を入れると結構ぬくいですよ（岸田）
●森くんはいつも、おいしいもの食べてるんですか？

（愛知県稲沢市　古田早里）
おいしいもんを食ってる、ていうより、単純に食いしんぼうなんやろ
ね。定食とかも大盛りやし（笑）。あと、基本的に早食いやね(森）
●岸田さんはコンタクトにしないんですか？眼鏡をはずした岸田さん
は更に男前でした。もしや、はずした時に「おぉ男前」と思わせるのが
ねらいですか？ そうなら私は思う壷です。

（神奈川県相模原市　佐貫美緒）
眼鏡なんて好きでかけてるわけではありません。ギャグです。昔はコ
ンタクトをしてました。（岸田）
●佐藤君は髪の毛が長くてとてもキレイですけどシャンプー＆リンス
や髪の毛のケアの仕方など、気をつけている点はありますか？　とて
も気になりますのでおしえて下さい。（東京都葛飾区　和田奈津美）
シャンプー＆リンスは「マシェーリ」がいいと思います。（佐藤）
●好きなにおい（匂い or 臭い）はどんなんですか？

（福岡県宗像郡　森知子）
花とか食べ物の匂いはもちろん好きですが、足の裏とか嗅いで「くっ
さー」とか思うのも好きです（岸田）
ということで質問に答えてもらった方、何が届くかはわかりませんが
メンバーから愛のこもったプレゼントが届きますので、乞うご期待。

前回ほとんど来なかったハガキが「プレゼントをあげる」と書いたとたん、いきなり10倍以
上に増加するというミンチー読者の現金さ加減を露呈した読者の穴。ともあれ質問が多い
ということはメンバーも喜んでいて、今回はたくさん答えます。

モッくんの「二度は言わんぞ!!」

読者の穴 宛先：東京都渋谷区富ケ谷1-43-2 EDIH富ヶ谷5F

株式会社バッドニュース　くるり新聞「ミンチー」読者の穴係

岸田繁の「各停で行きましょう」

佐藤征史の「大学生日記」


